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点接触変形部における石英の高速溶解

Rapid dissolution of indented quartz at moderate temperature and pressure
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ナノインデンターにより点接触変形を起こさせた石英を、超臨界発生装置のベッセルの水の中に入れ、どのく

らいの速度で溶けるのかを予察的に検討した。点接触変形実験はアカシの超微小硬度計（RIDER）により、バーコ

ビッチ圧子を用い、荷重１～１０グラムで行った。溶解実験はＴ＜４００°Ｃ、Ｐ＜４０ＭＰａの条件下で行い、

継続時間は＜１時間である。表面観察には原子間力顕微鏡を用いた。超臨界状態の水の中では、かなりの速度で石

英が溶解しているのが分かったが、ここでは、超臨界状態になっていない温度圧力条件下でも溶解が進行している

ことを紹介する。この予察的データに基づいて、核廃棄物の地層処分をする深さについて考察する。


